
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 総務費 9. 庁舎設備改修事業

1. 総務管理費

8. 財産管理費 資産管理経営室

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

臨時 単独 0 6,291 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

6,291 6,291

6,291 6,291

本庁舎２階電算室の消火設備が老朽化し、消火機能を果 電算室は、システムのサーバー機器が２４時間稼働して 火災発生時に、室内で作業中の職員が退去した後に自動

たせないことから、必要な改修工事を行う。 おり、通常の消火器や消火栓では、消火の際に機器類等が破損し、デー ドアが閉鎖され、ハロゲン化物により消火されることにより、職員の安

タが消滅してしまうため、機器類を破損することのないハロゲン消火設 全と、市有するデータ消滅の回避が担保される。また、有害ガスが外部

備を設置している。当該設備は設置から１５年経過しており、自動ドア へ漏れることも防ぐことができる。

の開閉に誤作動が生じることが点検により発覚しているため、その改修

を行う。

15 6,291 0 6,291

差引一般財源 6,291 6,291 0 6,291


